
二
回
に
わ
た
り「
安
穏
」に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
決
め
た
時
、
思
い
出
し
た
の
は
、

亡
く
な
っ
た
大
正
生
ま
れ
の
祖
母
の
こ
と
で
す
。

　
祖
母
が
若
い
時
、
本
多
日
生
上
人
の
説
法
を
聞
か
れ
た

縁
で
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
し
た
住
職
に「
法
華
経
の
中
で

あ
な
た
が
一
番
大
切
に
思
わ
れ
て
い
る
箇
所
は
ど
こ
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
我が

し

ど
此
土
安あ
ん
の
ん穏

　
天て
ん
に
ん人

常じ
ょ
う

充じ
ゅ
う

満ま
ん

」と
一

言
答
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
祖
母
は
、
こ
の
一
節
の

意
味
や
法
華
経
の
教
え
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
勉
強
を
重

ね
、
ま
た
信
仰
も
深
め
て
い
き
、
戦
前
、
戦
後
、
そ
の
間

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
も
遭
い
ま
し
た
が
、
信
仰
の
力
と
た

お
経
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
ひ
と
つ
の
言
葉
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

そ
の
①

く
ま
し
い
人
間
力
で
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
を
私

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
疫
病
や
戦
争
と
、
暗
い
話
題
が
多
い
昨
今
で
す
が
、
そ

う
い
う
時
に
こ
そ
、
皆
さ
ん
も
祖
父
母
や
両
親
か
ら
聞
か

れ
た
、
苦
労
話
や
信
仰
の
話
を
思
い
出
し
、
世
の
中
が
安

穏（
平
和
）で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
、
ど
の
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
顕
本
法
華
宗
は
、
久
遠
の
お
釈
迦
さ
ま
を
本

仏
と
仰
ぎ
、
日
蓮
大
聖
人
の
お
題
目
の
信
仰
を
一
人

一
人
が
実
践
し
、
争
い
の
な
い
安
穏
で
平
和
な
世
界
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。〈
次
号
に
続
く
〉　
　
　
　
　（
成
洋
）

「
安あ

ん 

穏の
ん

」

第
十
三
回

第六教区
京都府南丹市

大乗寺
　吉永義聰

ひとくち
法話

　
お
盆
は
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

と
も
い
い
、
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

経き
ょ
う

で
説
か
れ
た
目も

く
れ
ん連

尊そ
ん

者じ
ゃ

の
母
、
青し

ょ
う

提だ
い

女に
ょ
へ
の
ご
供
養
が
行
事
の
由
来
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
目
連
尊
者
は
、
優
れ
た
神
通
力
を
持

つ
お
釈
迦
様
の
お
弟
子
で
し
た
。
目
連

尊
者
は
亡
く
な
っ
た
母
で
あ
る
青
提
女

が
、
餓
鬼
道
に
堕
ち
た
こ
と
を
神
通
力

に
よ
っ
て
知
り
、
何
と
か
救
お
う
と
し

て
ご
飯
や
水
を
お
供
え
す
る
も
、
捧
げ

た
供
物
は
餓
鬼
道
で
は
燃
え
て
し
ま
い
、

母
は
苦
し
む
ば
か
り
で
す
。
そ
こ
で
お

釈
迦
様
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
各
地
の

聖
僧
に
対
し
て
施ほ

ど
こ

し
を
し
、
供
養
す
る

よ
う
教
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
母
は

救
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
盂
蘭
盆
経
に

説
か
れ
て
い
ま
す
。

　
日
蓮
大
聖
人
は
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

御ご

書し
ょ

と
い
う

お
手
紙
の
中
で
、
青
提
女
は
他
者
に
対

し
て
施ほ
ど
こ

し
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
餓
鬼

道
に
堕
ち
、
目
連
尊
者
は
小
乗
の
教
え

の
た
め
に
独
力
で
は
母
を
救
え
な
か
っ

た
と
お
説
き
に
な
ら
れ
ま
す
。
お
盆
は

他
者
に
施ほ
ど
こ

す
大
乗
仏
教
の
精
神
の
大
切

さ
を
説
く
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

　
ま
た
盂
蘭
盆
御
書
に
は
、
法
華
経
を

信
じ
る
と
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、
両

親
、
先
祖
、
子
孫
、
そ
の
他
周
囲
の
方
々

な
ど
数
限
り
な
い
人
が
仏
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
で
法
華
経
に
も「
願
わ

く
ば
こ
の
功
徳
を
以も

っ
て
普あ

ま
ね

く
一
切
に
及お

よ
ぼ

し
我
ら
と
衆
生
と
皆み

な

共と
も

に
仏
道
を
成じ
ょ
う

ぜ

ん
」と
法
華
信
仰
の
功
徳
の
大
き
さ
が
説

か
れ
て
い
ま
す
。
お
盆
は「
ご
先
祖
を
始

め
縁
の
有
る
方
に
も
無
い
方
に
も
施ほ
ど
こ

し

を
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
行
事
で
す
が
、

法
華
経
を
信
仰
し
、
お
釈
迦
様
か
ら
い

た
だ
い
た
功
徳
を
周
囲
に
お
分
け
す
る

こ
と
こ
そ
、
先
祖
代
々
か
ら
子
々
孫
々
ま

で
普あ
ま
ね

く
行
き
渡
る
最
上
の
施ほ
ど
こ

し
な
の
で

す
。

　
お
盆
に
は
、
お
仏
壇
に
向
か
っ
て
お

題
目
を
唱
え
、
信
仰
を
堅
固
な
も
の
に

す
れ
ば
、ご
自
身
、ご
先
祖
、周
囲
の
方
々

の
皆
が
よ
り
一
層
仏
様
に
近
づ
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

「お盆の由来について」

13 12

宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



開
基　

圓
龍
院
日
縁
上
人 　
　

創
建　

元
和
２
年
（
１
６
１
６
年
）　　
　

 　

住
職　

第
42
世  

奥
村
智
学
師

★東京都

　

法
成
寺
は
、
染
井
吉
野
桜
発
祥
の
地
で
あ
る
駒こ
ま
ご
め込

染
井
に
あ
り
ま
す
。
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
公
の
時
、

藤
堂
和
泉
守
高
虎
の
祈
願
所
と
し
て
、両
国
矢
ノ
倉
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛
永
の
頃
、

浅
草
に
移
り
長
く
法
灯
を
伝
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
の
関
東
大
震
災
、
大
東
亜
戦
争
と

度
重
な
る
災
禍
に
遭
遇
す
る
も
、
そ
の
艱か
ん
な
ん難

を
越
え
て
復
興
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
堂
宇
の
老
朽

化
著
し
く
、
檀
信
徒
と
と
も
に
一
結
し
て
、
木
造
瓦
葺
本
堂
新
築
と
客
殿
等
の
大
改
修
を
成
し
、
平
成

30
年
に
落
慶
を
迎
え
、
そ
の
寺
観
を
一
新
し
て
い
ま
す
。

　

都
会
の
住
宅
地
の
中
に
あ
る
お
寺
で
す
が
、「
心
こ
こ
ろ

癒い
や

さ
れ
る
処
」で
あ
る
様
に
常
に
清
浄
に
勤
め
、
仏
様

の
尊
い
教
え
を
お
伝
え
す
る「
お
寺
ら
し
い
景
観
」を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
楽
に
訪
れ

心
な
ご
み
、住
職
が
い
つ
で
も
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
お
寺
で
あ
り
た
い
と
心
が
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

副
住
職
妙み
ょ
う

琳り
ん

と
と
も
に
山
内
一
同
が
、
和
や
か
に
お
迎
え
す
る
温
か
い
お
寺
で
あ
る
こ
と
を
守
り
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

実じ

つ

妙み
ょ
う

山ざ

ん 
法ほ

う

成じ
ょ
う

寺じ

東
京
都
豊
島
区
駒
込
６–

８–
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当
山
は
、
淀
川
中
流
右
岸
に
位
置
す
る『
く
ら
わ
ん
か
船
』の
発
祥
地
柱は
し
ら

本も
と

の
、
豊
臣
秀
頼
公
を

弔
う
寺
院
で
す
。
当
山
の
名
は
文
禄
３
年（
１
５
９
４
）の
柱
本
村
検
地
帳
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
当
時
の
宗
派
は
不
明
で
す
。
元
和
元
年
５
月
７
日
、
大
坂
落
城
に
伴
い
脱
出
を
決
行

し
た
秀
頼
公
家
臣
、
大
野
一
族
の
唯
一
行
方
不
明
と
な
っ
た
、
次
男
治は
る
ふ
さ房（

別
名 

主し
ゅ

馬め

）が
密
か

に
出
家
し
て「
日
縁
」と
変
名
し
、
廃
寺
同
然
と
な
っ
て
い
た
当
山
に
隠い
ん
せ
い栖

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
慶
安
２
年（
１
６
４
９
）９
月
20
日
に
て
遷
化
さ
れ
る
ま
で
の
30
有
余
年
間
、
法
華
経
寺
院

と
し
て
再
興
を
果
た
さ
れ
た
開
基
日
縁
上
人
の
墓
が
、
現
在
ま
で
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
寺

宝
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
近
畿
一
円
の
法
華
経
寺
院
に
寄
進
を
続
け
た「
谷
口
法
悦
」の
板
曼
荼
羅

本
尊（
天
蓋
と
蓮
台
の
色
彩
が
描
か
れ
て
い
る
）２
幅
と
、そ
の
背
面
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
霊
募（
法

名
や
寄
進
者
名
が
書
か
れ
た
紙
）や
、
谷
口
法
悦
の
名
前
の
入
っ
た
涅
槃
図
絵
木
箱
及
び
、
釈
迦

牟
尼
仏
立
像（
丈
68
㌢
）が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

一
に
お
掃
除
、
二
に
お
給
仕
、
三
に
読
経
。
パ
ソ
コ
ン
不
慣
れ
が
幸
い
し
、
法
務
以
外
は
い
そ
い

そ
と
境
内
を
動
く
作
務
衣
の
住
職
。
田
舎
寺
ゆ
え
の
原
風
景
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

 

圓え

ん

妙み
ょ
う

山ざ

ん 

長ち
ょ
う

栄え

い

寺じ

大
阪
府
高
槻
市
柱
本
３
丁
目
５–

３

開
基　

日
位
上
人　

 　

      　

創
建　

慶
長
15
年
（
１
６
１
０
年
）　　
　

 　

住
職　

第
26
世  

秋
葉
敬
真
師

　

お
寺
の
見
ど
こ
ろ　

住
職
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と

寺々
を
訪
ね
て

か
つ
て
好
評
を
い
た
だ
い
た
連
載
コ
ー
ナ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

ご
住
職
か
ら
の
一
言
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

お
寺
の
見
ど
こ
ろ

★

大
阪
府

ぶ
ら
り

第
１
教
区

第
７
教
区

宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。

　

住
職
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
、
外
出
を
控
え
、
ご
自

宅
で
お
過
ご
し
の
読
者
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
大
切
な
時
間

を
有
意
義
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、前
号
に
続
い
て「
自

我
偈
」の
写
経
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の“
身
と
心
”を
清
め
る

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 

手
を
洗
い
、
口
を
す
す
い
で
身
を
清
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

着
座
し
て（
正
座
・
椅
子
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
）、
静
か
に
目
を
閉
じ
、

心
を
落
ち
着
か
せ
ま
し
ょ
う
。

■ 

合
掌
し
て
、
お
題
目
を
三
回
お
唱
え
し
、
家
族
や
ご
先
祖
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■ 

写
経
は
、
ペ
ン
・
鉛
筆
・
筆
ペ
ン
等
何
で
も
結
構
で
す
。
書
き
や
す
い

も
の
で
丁
寧
に
写
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

写
し
終
え
た
ら
、
合
掌
し
て
静
か
に
目
を
閉
じ
、
お
題
目
を
三
回
お
唱

え
し
て
終
わ
り
で
す
。

■ 

写
経
の
字
に
、
上
手
下
手
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
一
文
字
一
文
字
心
を

込
め
て
丁
寧
に
写
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

書：秋葉敬真師（東京　法成寺住職。毎日書道展審査会員、書道誌三耀社副会長）

写
し
て
学
ぼ
う

写
経
体
験

法華経「自我偈」全文の写経をされたい方は、総本山妙満寺に
お問い合わせください。
〒 606-0015　京都市左京区岩倉幡枝町 91 番地
　　　　　　　顕本法華宗　総本山　妙満寺
電話番号　075-791-7171　　　URL　https://myomanji.jp

正式な写経をされたい方

写
経
作
法
の
一
例

　
妙
法
蓮
華
経
法
華
経 

第
十
六
章
如
来
寿
量
品
の
偈
文
は
、
冒
頭
の
文
字
を

と
っ
て
、「
自
我
偈
」
あ
る
い
は
内
容
か
ら
「
久
遠
偈
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
す
べ
て
の
仏
典
の
頂
点
に
立
つ
法
華
経
、
そ
の
中
で
特
に
大
事
な
お
経
が
如

来
寿
量
品
で
、さ
ら
に
そ
の
中
で
も
一
番
の
肝
心
が
「
自
我
偈
」
に
な
り
ま
す
。

こ
の
経
文
の
底
に
こ
そ
、
末
法
の
衆
生
が
等
し
く
救
わ
れ
る
南
無
妙
法
蓮
華

経
の
法
門
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
日
蓮
大
聖
人
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
　
典

意
味
：
私（
釈
尊
）が
最
高
の
悟
り
を
得
て
仏
に
な
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
に
、

計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
長
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
。

解
説
文『
顕
本
法
華
宗
　
お
つ
と
め
の
お
経
の
解
説
』よ
り

自じ

が我
得と

く

佛ぶ
つ

來ら
い　

所し
ょ

經き
ょ
う

諸し
ょ

劫こ
っ

數し
ゅ

無む

量り
ょ
う

百ひ
ゃ
く

千せ
ん

萬ま
ん　

億お
く
さ
い載
阿あ

僧そ
う

祇ぎ

経
文
の
意
味
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



トマトとキュウリの中華風和え物

（
食
前
の
食じき
ほ
う法
）

「
天て
ん

の
三さ
ん
こ
う光
に
身み

を
温
あ
た
た
め
、
地ち

の
五ご

穀こ
く

に
魂
た
ま
し
いを
養
や
し
な
う
。
皆み
な

こ

れ
本ほ
ん
ぶ
つ仏
の
慈じ

ひ悲
な
り
。南
無
妙
法
蓮
華
経
。い
た
だ
き
ま
す
。」

（
天
の
三
光
・
・
太
陽
、
月
、
星
。
　
地
の
五
穀
・
・
米
、
麦
、
粟
、
豆
、
黍
な
ど
の
穀
物
。）

ご
住
職
が
、
心
の
こ

も
っ
た
一
品
を
紹

介
し
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
。

そ
の
８

吉田広心師
1984年 12月26日生、千葉県市原市出身。立正大学
仏教学部卒業。総本山妙満寺奉仕生修了後、品川天妙
国寺山務職員の経験を経て、現在は本妙寺（市原市滝
口）、妙照寺（市原市東国吉）住職を務める。

材料　2人前

トマト���������� １個
キュウリ��������� １本
春雨����������� 適量
長ネギ���������� 適量

合わせ調味料

醤油��������大さじ2杯
酢���������大さじ1杯
ごま油�������大さじ1杯
豆板醤����少々 (ラー油でも可 )
砂糖��������小さじ1杯

3
皿に盛り付け白髪ネギをそえて完成。

2
ボウルへ調味料を全て入れ、よく
混ぜる。合わせ調味料へ長ネギ以
外の具材を全て入れ、よく混ぜて
馴染ませる。

　近所の中華料理店の店主さんから教
えていただいたレシピです。シンプル
にトマトとキュウリだけでも十分美味し
いですがチャーシューやハムを追加す
ると、より豪華になります。今回は春雨
を入れてみました。さっぱりしていなが
らも味はしっかり付いているので食欲
が無い時でも食べたくなる一品です。

1
トマトは一口大に、キュウリは板ず
りした後たたき切りにし、春雨はあ
らかじめ茹でて冷ましておく。

キュウリはたたきにする

事で合わせ調味料

がよく絡むように

なります。

住
職さんのメモ

トマトとキュウリの
中華風和え物

合わせ調味料の酸味を追加したい
場合は酢、辛味を増したい場合は
豆板醤の量を増やすなどしてお好
みで調整してください。
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



ケンポンクイズ

学んで
 　トクつむ

問題に答えて、ご応募ください。
全問正解の方に抽選で記念品を

お送りします。

顕
本
法
華
宗
の
宗
是
は

何
で
す
か
？

顕
本
法
華
宗
の
宗
章
は

何
で
す
か
？

三
宝
と
は
何
を

指
し
ま
す
か
？

大
法
要
で
鐘
供
養
の

法
要
が
あ
り
ま
し
た
。

この
鐘
は
な
ん
と

呼
ば
れ
て
ま
す
か
？

目
連
尊
者
の

母
親
の
名
前
は

な
ん
と
言い
ま
す
か
？

1
2

3

4

5

ヒントは

P8に

ヒントは
P1にヒントはP2 に

ヒン
トは

P12
に

ヒントはP5 に

「ケンポンクイズ」応募要項
官製はがきまたは封筒に、住所・氏名・年齢・
菩提寺名・『心の宝』への感想を記入の上、
下記宛先までご応募ください（匿名で掲載

希望の方は、その旨お書きください）。

〒 700-0818　岡山市北区蕃山町 3-5  
本行寺内『心の宝』編集局　
〆切り 8 月末日（当日消印有効） 

六
第第

教区教区
京都市 

総本山妙満寺
満山会会長・

塔頭大慈院総代

小泉光太郎氏

このコーナーでは、各寺院で行っている
特色のある法要や、催し物、檀信徒の旅行会や、

   青年会等の取り組みなどを紹介します。

　

顕
本
法
華
宗
の
総
本
山
で
あ
り
ま
す
京
都
・

妙
満
寺
に
は
、
本
堂
の
側
か
ら
順
番
に
成
就
院
・

正
行
院
・
法
光
院
・
大
慈
院
と
い
う
四
つ
の
塔

頭
が
あ
り
、
こ
の
四
ケ
院
に
所
属
す
る
檀
信
徒

の
親
睦
団
体
と
し
て「
満ま

ん
ざ
ん
か
い

山
会
」が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
思
う
よ
う

に
活
動
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
本
山
と
い
う

こ
と
で
全
国
の
お
檀
家
さ
ま
に
気
持
ち
よ
く
お
参
り
い
た
だ
き
た
い
と
、

清
掃
奉
仕
を
は
じ
め
春
季
大
法
要
や
釈
尊
成
道
会
の
際
に
振
る
舞
わ
れ
る

「
大
根
だ
き
」の
お
手
伝
い
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

春
や
秋
な
ど
気
候
の
よ
い
時
節
に
は
、
お
花
見
や
日
帰
り
旅
行
を
催

し
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
に
、「
開
祖
日
什
大
正
師
御
生
誕

七
〇
〇
年
」の
お
祝
い
の
法
要
に
会
津
・
妙
法
寺
様
へ
お
参
り
し
ま
し
た
こ

と
は
近
年
の
一
番
の
思
い
出
で
、
こ
の
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
皆
さ
ん
信
仰

心
の
篤
い
、
優
し
い
方
ば
か
り
で
す
。

　

な
か
な
か
世
代
交
代
が
進
ま
ず
、
顔
ぶ
れ
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
悩
み

の
種
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
去
り
、
妙
満
寺
で
い
た
だ
い
た
ご
縁
を
大
切
に
、

皆
さ
ん
健
康
で
、
な
お
一
層
こ
の
会
が
活
発
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」
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布
教
部

布
教
師
幹
事
会

　

4
月
25
日
大
川
日
仰
猊
下

ご
臨
席
の
も
と
、
布
教
師
幹

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
冒
頭
に
は
大
川
猊
下
ご

発
声
の
も
と
、
出
席
者
全
員

で
前
特
命
布
教
師
・
故
吉
本

乗
明
師
へ
の
お
題
目
三
唱
。

続
い
て
、
秋
葉
敬
真
布
教
総

監
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
今
後

の
宗
門
布
教
の
あ
り
方
や
巡

回
布
教
の
日
程
等
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

什
青
会

総
本
山
清
掃
奉
仕

　

令
和
５
年
４
月
17
日
、
什

青
会（
会
長
・
児
玉
常
陽
師
）

会
員
有
志
と
本
山
塔
頭
執

事
に
よ
る
、
総
本
山
妙
満
寺

の
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
５
月
の
春
季
報
恩
大
法

要
の
事
前
準
備
と
し
て
、
参

詣
者
が
気
持
ち
よ
く
お
参
り

で
き
る
よ
う
に
と
、
山
門
周

辺
か
ら
参
道
、
仏
舎
利
塔
、

本
堂
周
辺
、
大
書
院
周
り
な

ど
境
内
全
域
が
清
掃
さ
れ
ま

し
た
。

義
」や
、
近
現
代
の
日
蓮
聖
人

門
下
の
歴
史
を
ま
と
め
た
著

作
を
上じ

ょ
う

梓し

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
門

下
の
動
き
や
本
多
上
人
を
中

心
と
し
た
戦
前
の
顕
本
法
華

宗
の
活
躍
、「
立
正
大
師
」の
諡

号
宣
下
に
至
る
経
緯
な
ど
が

詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

定
価
￥
４
０
７
０（
税
込
み
）

の
と
こ
ろ
、
本
山
特
別
頒
布

価
格
￥
３
３
０
０（
税
込
み
・

送
料
別
）で
ご
案
内
し
ま
す
。

お
求
め
の
方
は
、
本
山
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
し
く
は
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

第
６
３
１
回 

御
開
山
会

　

２
月
28
日
、大
川
日
仰
猊
下

大
導
師
の
も
と
、第
６
３
１
回

大
谷
栄
一
氏
著

『
日
蓮
主
義
と
は

 

な
ん
だ
っ
た
の
か

 

近
代
日
本
の
思
想
水
脈
』の
ご
案
内

　

著
者
の
佛
教
大
学
社
会
学

部
教
授
・
大
谷
栄
一
氏
は
、

宗
教
社
会
学
、
近
現
代
日
本

宗
教
史
な
ど
を
専
門
に
研
究

さ
れ
、
こ
の
た
び
本
多
日
生

上
人
が
先
導
さ
れ
大
き
な
社

会
現
象
と
な
っ
た「
日
蓮
主

遷
　
化

　

千
葉
県
市
原
市
・
泰
行
寺
第
46
世
、

本
照
寺
第
○
世
、
常
福
寺
第
35
世

　

丹
野
浄
章
師
が
、
令
和
４
年
５
月

３
日
に
世
寿
89
歳
に
て
遷
化
さ
れ
ま
し

た
。
５
月
10
日
、
吉
田
大
願
師
（
千
葉
県
市
原
市
・
寿
福
寺

住
職
）
を
導
師
に
葬
儀
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
７
年
生
ま
れ
。
平
成
７
年
、
千
葉
県
市
原
市・泰
行
寺
、

本
照
寺
住
職
。
平
成
11
年
、
千
葉
市
常
福
寺
住
職
。
伽
藍

復
興
や
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

泰た
い
し
ん
い
ん

心
院
日に

っ

章し
ょ
う

上
人

日
什
大
正
師
ご
命
日
報
恩
法

要「
御
開
山
会
」並
び
に「
釈

尊
御
涅
槃
会
」「
宗
祖
日
蓮
大

聖
人
御
降
誕
会
」を
厳
修
し

ま
し
た
。

　

１
月
に
発
出
さ
れ
た「
ま

ん
延
防
止
」が
延
長
さ
れ
た

た
め
、
宗
内
僧
員
お
よ
び
檀

信
徒
の
参
詣
を
中
止
、
山
内

僧
員
の
み
で
奉
行
し
ま
し
た
。

春
季
彼
岸
会
・
花
ま
つ
り

（
釈
尊
降
誕
会
）

　

３
月
21
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
春
季
彼
岸

中
日
法
要
が
奉
行
さ
れ
ま
し

た
。
法
要
に
先
立
ち
、
京
都

寂
光
寺
内
・
大
川
孝
瑛
師
の

法
話
が
行
わ
れ
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
４
月
２
日
に
は
、

大
川
猊
下
大
導
師
の
も
と
花

ま
つ
り
法
要（
釈
尊
降
誕
会
）

が
奉
行
さ
れ
、
法
要
前
に
は

京
都
妙
祐
久
遠
寺
住
職
・
鹿

野
恒
仁
師
の
法
話
が
あ
り
、

参
詣
者
一
同
、
真
剣
な
面
持

ち
で
拝
聴
し
て
い
ま
し
た
。

　

花
ま
つ
り
恒
例
、
満
山
会

主
催「
観
桜
会
」は
一
昨
年
、

昨
年
に
続
い
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

■
令
和
４
年
春
号 

ケ
ン
ポ
ン
ク
イ
ズ 

答
え

①
お
釈
迦
さ
ま
・
日
蓮
大
聖
人
・
日
什
大
正
師　

②
遥
拝
（
よ
う
は
い
）　

③
立
正
大
師
（
り
っ

し
ょ
う
だ
い
し
）　

④
盂
蘭
盆
（
う
ら
ぼ
ん
）　

⑤
太
陽
・
月
・
星

■
当
選
者

鎗
田
豊
子 

様
（
千
葉
県
茂
原
市
）、
笠
井
康
子 

様
（
千
葉
県
山
武
市
）、

大
野
扶
美 

様
（
千
葉
市
緑
区
）、
松
井
澄
子 
様
（
千
葉
県
山
武
郡
）、

長
戸
マ
キ
エ 

様
（
鳥
取
市
青
谷
町
）
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。


